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・公共下水道事業は、名張地区市街地の面整備を中心に、老朽管の長寿命化や住宅団地の公共移管接続などの事業を
進めていますが、国の補助金が大幅に削減され、事業計画の推進に多大な影響があります。
・農業集落排水事業は、地域住民との合意形成を図りながら整備を進める必要があります。また、施設の使用料金
は、世帯別人数制で施設ごとに別々に設定されており各地区に差があるため、その是正を図る必要があります。
・南部処理区に位置づけている住宅団地の大型合併浄化槽等については、公共管理のあり方を明確にしていく必要が
あります。

３．取組内容

○課題解決への取組内容

・公共下水道事業は、補助金が削減される中、事業計画の見直しを図りながら、名張地区市街地（平尾、松崎町、中
町、木屋町、元町外）の面整備を中心に推進しました。また、住宅団地内の老朽管には長寿命化対策を含めた改築事
業を実施しました。
・農業集落排水事業については、赤目南部地区処理施設の整備を完了し、比奈知地区は、路線測量と基本設計を実施
しました。また、使用料金については、住民説明会を開催するなど一元化を進め、下水道使用料金と同様の従量制と
する条例を制定できました。
・野村紫野住宅団地(桔梗が丘西６番町)の公共移管については、地区自治会等との協議を進めました。

・名張地区市街地と桔梗が丘地区の住宅地等、中央処理区第２期事業認可区域の公共下水道の整備を進めます。
・赤目南部地区、比奈知地区の農業集落排水処理施設の整備を図ります。

人が行き交い活力あふれる、安全で快適な暮らし
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基本施策

・ 名張市下水道整備マスタープランに基づき、公共下水道を計画的に整備します。

・
農業集落排水処理施設の整備を計画的に推進するとともに、小型合併浄化槽の普及促進と適正な維持管理に取り
組みます。

63-4114　　経営総務室
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・ 市域の下水処理施設の将来的な管理運営の方法や体制について検討します。

施策評価管理シート 　　

１．施策の基本方針

快適な生活環境づくり

下水道等

連絡先　（担当室名）

上下水道部

部長名担当部局名

道岡　武郎

○目標達成に向けた課題

2009
(H21)

2012
(H24)

2015
(H27)

2010
(H22)

進捗率
2011
(H23)

施策指標（目標）の内容　（単位）
現状値
（H20

○施策指標（目標）及び達成状況

成果 11,344 11,778 12,466 12,920 10%

1.9 1.9 100%

- - 2.5BOD値 シャックリ川町田橋（年平均）　（mg/㍑） 目標 - -

成果 3.0 2.3

92.4 92.7 27%

- - 93.0 96.0汚水衛生処理率　（％） 目標 - -

成果 91.5 92.5

公共下水道に接続している人口　（人） 目標 - - - - 21,250 26,860

成果 15.9 16.2 16.6 16.9 6%

45%

公共下水道を利用できる市民の割合（人口普及率）
（％）

目標 - - - - 26.0 33.0

成果 8.9 9.3 9.1 10.3

成果 6,539 6,856 6,781 6,786 8%

12.0

- - 8,230 9,500

- - 11.0

2.7

農業集落排水施設を利用できる市民の割合（人口普
及率）　（％）

目標 - -

農業集落排水施設に接続している人口　（人） 目標 - -

Ｐｌａｎ

Ｐｌａｎ

Ｄｏ

Ｄｏ

Ｐｌａｎ

Ｐｌａｎ



（合計 事業)

7604
赤目南部農業集落排水施設整備
事業※

330,024 155,079 H23完了 Ａ －

○地域等との連携、協働に向けた取組

2011
(H23)

事務事
業シー
トでの
今後の
方向

2010
(H22)

継続（現
行） －

事業の進捗と完了に伴い、公共下水道を利用できる市民の割合は０.１ポイント、農業集落排水施設を利用できる市
民の割合は、１.２ポイント、それぞれ増加したことにより汚水衛生処理率（市全体の生活排水処理施設による処理
率）は、０.３ポイント上昇しました。

成果・評価理由

評価

計画どおり事業推進

1,021,482小計（うち、特別会計・企業会計・組合会計分）

５．部局による施策評価

小計（うち、一般会計分）　　　　　　　　　　 5,309

2,185,418

事業名・担当室名
（事業名の※印は、市長の重点施策事業を示しています）

４．施策達成のための事務事業及び評価 22

・名張地区市街地の面整備や大規模住宅団地の接続移管など、公共下水道事業の推進にあたっては、関係地区住民や
汚水処理施設管理者等に説明し、協議しながら進めています。

1,033,040

11,558

施策
達成
への
重要度

施策
達成
への
貢献度

事業費
(単位：千円)

Ａ Ｂ

697
継続（現
行）

218
継続（現
行）

合計（単位：千円）　　　　　　　　　　　　　

2,180,109

事務
事業
ｼｰﾄ
番号

5033 小波田川流域排水管管理費 下水道維持室 213

5009 百々生活排水処理施設管理費

5027 河川維持費 下水道維持室 271

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

下水道維持室 3,573 5,739
継続（現
行）

600
継続（現
行）

143,029 158,961

0
継続（現
行） Ｂ Ｃ3086

水洗便所等改造資金融資利子補
給（個人設置型）

営業室 -

0
継続（現
行） Ｂ Ｂ3085

水洗便所等改造工事補助金（個
人設置型）

営業室 -

3,000
継続（現
行） Ａ Ｂ3040 浄化槽設置費等補助金 営業室 1,200

Ｂ Ｂ7702
水洗便所等改造工事補助金（公
共下水道）※

営業室 600

Ａ Ａ

7701 総務管理費（公共下水道） 経営総務室 15,150 15,617
継続（現
行） － －

7606
比奈知農業集落排水施設整備事
業※

下水道建設室（集排担当） -

Ｂ

7603
水洗便所等改造資金融資利子補
給（農業集落排水）※

営業室 - 0
継続（現
行） Ｂ Ｃ

－

7602
水洗便所等改造工事補助金（農
業集落排水）※

営業室 - 300
継続（現
行） Ｂ

総務管理費（農業集落排水） 経営総務室

22,058
継続（現
行）

172,693
継続（現
行）

20
継続（現
行）

－ －6074 浄化槽関係経費 営業室 52 1,904
継続（現
行）

Ａ Ａ7706 公共下水道整備事業※ 下水道建設室 1,504,833 456,930
継続（現
行）

Ａ －7705 管渠管理費 下水道維持室 16,941 18,539
継続（現
行）

Ａ －7704 処理場管理費 下水道維持室 154,678

Ｂ Ｃ7703
水洗便所等改造資金融資利子補
給（公共下水道）※

営業室 6

Ｂ Ｂ7710
水洗便所等改造工事補助金（戸
別浄化槽）

営業室 - 300
継続（現
行）

Ａ Ａ7709 施設管理費 下水道維持室 4,445 6,449
継続（現
行）

Ｂ Ｃ7711
水洗便所等改造資金融資利子補
給（戸別浄化槽）

営業室 - 0
継続（現
行）

　　下水道建設室（集排担当）

7601

7605
低コスト型農業集落排水施設更
新支援事業

　　下水道建設室（集排担当） 10,403 13,936 H23完了 Ａ －

Ｃｈｅｃｋ

Ｄｏ

Ｄｏ

Ｃｈｅｃｋ



６．今後の施策の方向性、改善方法

評価理由及びその他（意見）

７．総合評価

Ｂ　施策達成に向けた取組や今後の施策展開が適切に行われている

評価

・公共下水道事業については、国庫補助のカットや補助確定後の工事発注となるため、翌年度に繰り越しを余儀なく
される事業もあり進捗は容易ではありませんが、今後も引き続き、整備計画に基づいて推進していきます。
また、第２期事業変更の認可期限は平成25年度ですが、現実に即した実現性のある下水道整備マスタープラン及び公
共下水道計画に見直しを図ります。
・近大高専との共同研究により、中央浄化センターの維持管理体制の充実を図ります。
・農業集落排水事業は、地域自主戦略交付金を活用していく中で、三重県の指導を得ながら事業を実施していきま
す。また、接続率を高めるため市民への啓発を進めます。
・水洗便所補助金等については、水洗化を促進することにより住民の生活環境の改善や公衆衛生の向上を図るなど必
要な事業ですので、今後も継続いたします。

Ａｃｔｉｏｎ


